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はじめに 

近代の住宅問題への取り組みにおいて最も永い歴史をもつイギリスでは、早くから住

宅を社会資本として位置づけ、国家がこれに強く介入してきた。それ故、社会住宅のスト

ックも豊かで、ロンドンを例にとれば全住宅の約 25%が社会住宅（2007 年）であり、イ

ンナー・ロンドンの各区ではその割合が 40-50%近くを占めている（ちなみにわが国の公

共住宅（公営、公社、公団）の割合は、全国で 6.6%、大都市圏で 7.4%（2003 年）にす

ぎない）。それだけに今日のイギリスにおいて、これらの住宅団地の再生は、都市・住宅

政策上、社会政策上、極めて重要な課題となっている。 

以下においては、ロンドンを中心に、1980 年代から今日に至るイギリスの社会住宅

の団地再生等への取り組みを紹介したい。 
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